
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 

 
平成２５年６月１２日現在 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）：  
 太平洋を漂流する海洋ごみの流出地を明らかにするため，2010 年 4 月から黒潮流域の伊豆諸
島，小笠原諸島，北太平洋海流流域のミッドウェー環礁，ハワイ諸島，米国西海岸，黒潮上流
域の台湾ののべ 307 海岸等において，14,647 本のディスポーザブルライターを採取した。ライ
ターに記載された店舗名等から流出地を判別した結果，伊豆・小笠原諸島，ミッドウェー環礁，
ハワイ諸島では，日本の太平洋沿岸を含む東アジアを流出地したものがほとんどを占めたが，
台湾では日本からの漂着は見られなかった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
  Sources of marine litter on the North Pacific coasts were compared by making use of 
an indicator item. The disposable lighter was chosen as an indicator, because the 
discharge area and location can be distinguished by characters printed on the surface 
of tank. Since April 2010 to March 2013, the collected sites were 307 beaches on the Japan 
(including Izu Islands and Ogasawara Islands), US (Midway Atoll, Hawaii Islands, West 
Coast), Taiwan, Northern Australia, and other coasts of North Pacific. The number of 
lighters collected for three years were 14,647. The lighters that flowed out from Honshu 
Pacific side area were recognized on the coasts of Izu and Ogasawara Islands. The souse 
of lighter collected on the coasts of Midway Atoll and Hawaii Islands is the same as Izu 
and Ogasawara Islands. However it was few the Japan lighter on the beach of West Coast 
and Taiwan. It was appeared that the Central area of North Pacific was strongly affected 
by marine litter from Japan and East Asia (China, Korea, Taiwan), however the marine litter 
from Japan doesn’t reach to West Coast and Taiwan. 
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 プラスチックの大量消費大量廃棄の時代
が東アジアにも浸透してきた今日，これらの
国々から生活系プラスチック廃棄物が海洋
に大量に流出し，日本国内の海岸に大量漂着
する事例が増えてきた。一方，瀬戸内海流域
圏における海洋ごみのフローに関する研究
の結果，流域から海域に流出したごみの半分
が外海へ流出していることが明らかになっ
た。 
 本研究室では，2003 年から海岸に漂着して
いる海洋ごみの中でも唯一消費地（配布地）
が判別できるディスポーザブルライター（使
い捨てライター，以下ライターと呼ぶ）を指
標として，海洋ごみの消費地と漂着地の関係
から海洋ごみの流れや影響範囲，さらには漂
着量の定期モニタリングなどを「ライタープ
ロジェクト」と称して実施してきた。
2003-2005 年の第一期では，国内全国調査を
実施し，日本に漂着する海洋ごみの流出地を
明らかにした。また 2006-2008 年の第二期で
は，内湾域（瀬戸内海および伊勢湾）におい
て，国内起因ごみの海域内での流れを明らか
にした。その結果，海岸漂着ライターの消費
国構成割合は，本州太平洋沿岸では日本起因
のライターが９割以上を占め，小笠原諸島
（父島，嫁島，南鳥島）でも６割以上を占め
た。さらにミッドウェー環礁に棲息するコア
ホウドリのヒナの死骸から採取された 325本
のライターを分類した結果，その６割が日本
起因であった。このように日本は，北太平洋
という海域で見ると，海洋ごみの重大な流出
国となっている。 
 
２．研究の目的 
 本研究では，2003 年から実施してきた起因
地が明らかなライターを指標とした海岸漂
着ごみの起因地を探る試み「ライタープロジ
ェクト」の第三期として，日本辺縁部および
北西太平洋の島嶼部海岸に漂着するライタ
ーを採集し，その配布地（流出地）と漂着地
の関係から，日本国内を起因地とする海洋ご
みの太平洋への影響を明らかにすることを
目的とする。 
 
３．研究の方法 
 日本から太平洋へ流出した海洋ごみの流
出地を明らかにするため，（１）黒潮流軸上
の伊豆諸島，（２）黒潮渦流域の小笠原諸島，
（３）黒潮に続く北太平洋海流流域のミッド
ウェー環礁，ハワイ諸島およびアメリカ西海
岸，（４）北太平洋大循環および黒潮反流の
影響を受ける台湾の海岸において，漂着ライ

ターを採集し，そのタンクに印刷されている
店舗等の情報から，その流出地を明らかにし
た。なお，比較のために北部オーストラリア
海岸で採取されたライターの分析も行った。 
 なお漂着ライターの収集は，広範囲の海岸
を網羅するため，自ら採取に赴くだけでなく，
一般社団法人 JEAN が主催する「国際海岸ク
リーンアップ（ICC; International coastal 
cleanup）」に参加している全国のキャプテン
（各会場のコーディネーター）および漂着物
学会に所属する全国の海岸漂着物収集家に，
各会報，ウエッブサイト，メーリングリスト
等を通じて依頼した。また北太平洋域で ICC
に参加している台湾，ハワイ，オーストラリ
アのキャプテンにも採取を依頼した。 
 収集期間は，2010 年 4 月から 2013 年 3 月
までとし，日本のべ 208 海岸，ミッドウェー
環礁 3海岸および内陸のべ 5地域，ハワイ諸
島のべ 35 海岸，米国西海岸 4 海岸，台湾の
べ 36 海岸，ロシア 1 海岸，オーストラリア
北部 14海岸，計のべ 307 海岸等で採取した。 
 
４．研究成果 
 各地で採取されたライターは，日本 9,117
本，ミッドウェー環礁 2,438 本，ハワイ諸島
1,002 本，米国西海岸 9 本，台湾 1,512 本，
オーストラリア北部 565 本，ロシア 2本，計
14,647 本であった。このうち小笠原諸島（父
島，母島，兄島）では 183 本，伊豆諸島（伊
豆大島，新島，八丈島）では 1,437 本を採取
した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ 伊豆諸島（伊豆大島，新島，八丈島）
で採取されたライターの流出地の分布 



 
 伊豆諸島，小笠原諸島，ミッドウェー環礁，
ハワイ諸島，台湾，オーストラリア北岸で採
取されたライターの流出地（配布地）の分布
を図１から図６に示す。なお米国西海岸につ
いては，オレゴン州 5海岸，ワシントン州１
海岸，アラスカ州１海岸で採取および採取を
依頼したが，そのうち 4海岸で計 9本しか採
取されず，流出地の分布を示すことはできな
かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ 小笠原諸島で採取されたライターの
流出地の分布（2003 年からの累計） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３ ミッドウェー環礁で採取されたライ
ターの流出地の分布（2009 年からの累計） 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
図４ ハワイ諸島で採取されたライターの
流出地の分布（2009 年からの累計） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図５ 台湾で採取されたライターの流出地
の分布（2010 年） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図６ オーストラリア北岸で採取されたラ
イターの流出地の分布（2011） 
 
 



 本結果をまとめると，以下の通りとなる。 
（１） 伊豆諸島，小笠原諸島では，東北か

ら九州までの太平洋沿岸部およびそ
れに接続する内湾域から流出したも
のが漂着する。 

（２） ミッドウェー環礁で採取されたライ
ターは，そのほとんどがコアホウド
リによる誤食によって集められたも
のであり，その流出地は，伊豆・小
笠原諸島における分布とほぼ一致す
る。 

（３） ハワイ諸島では，ハワイ諸島起源の
ものも見られたが，東アジアの流出
地の分布は伊豆・小笠原諸島やミッ
ドウェー環礁とほぼ一致する。 

（４） 一方，米国西海岸におけるライター
の漂着密度はハワイ諸島（1〜4 本／
100m）に対して 0.05 本／100m と極め
て低い。 

（５） 台湾では，流出国が判別できたもの
の内，自国起因のものは８割以上を
占め，日本起因のライターは見つか
らなかった。 

（６） オーストラリア北岸に漂着する 7 割
のライターは流出国不明であり，流
出地は東南アジアであった。 

（７） 以上より，ライターを指標として北
太平洋のごみの流れを調べた結果，
日本を起因とする漂流ごみは，北太
平洋を東進し，ハワイ諸島付近まで
達するが，米国西海岸へは到達せず，
また北赤道海流に乗り，台湾方面に
流れてくるものも希であることがわ
かった。このことは，日本起因の漂
流物はハワイの北東沖にできる北太
平洋の渦に取り込まれていることが
推察され，2011 年 3 月に発生した津
波起因漂流物の多くもこの海域に集
積することが予想される。 
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